
議事録 

審 議 会 等 名 令和８年度 つくばみらい市学校給食食物アレルギー対応検討委員会  

開 催 日 令和８年９月８日（火曜日） 

開 催 場 所  つくばみらい市立学校給食センター ２階会議室 

出 欠 者 

出席委員 磯部委員、近委員、酒巻委員、田嵜委員、金岡委員、鈴木委員、 

中村委員、柴田委員、後藤委員、渡辺委員、反町委員 

欠席委員 倉持委員 

事 務 局 杉田教育部長、成島学校給食センター所長、  

井波主任栄養係長、黒島栄養教諭、水野主査、菅野係長、 

内田管理栄養士、小室管理栄養士、南管理栄養士   

議 事 

（１）食物アレルギー対応の現状について（報告） 

（２）食物アレルギー対応マニュアルの一部改訂について  

（３）その他  

議 事 概 要 

１ 開会 15 時 00 分 

２ 委嘱状交付  

３ 教育部長あいさつ 

４ 委員長・副委員長選出（互選により酒巻委員が委員長、田嵜委員が副委員長  

となる。） 

５ 委員長あいさつ  

６ 議事 

（１） 食物アレルギー対応の現状について 

事務局から説明  

 

質疑等なし 

 

（２） 食物アレルギー対応マニュアルの一部改訂について  

事務局から説明  

 

○委 員：様式５「緊急搬送時の対応について（依頼）」については、ア

ナフィラキシーの既往があり、エピペン®の処方があるお子さ

んについて、消防署への提出を求められているが、今まで学校

で対応したお子さまを振り返ってみると、アナフィラキシーの

既往があるが、エピペン®を処方されていないお子さんもい

る。また、エピペン®ではなく、ネフィー®だけ処方されるお子

さんも出てくると思う。提出する条件を、エピペン®やネフィ

ー®の処方の有無に関わらず、アナフィラキシーの既往がある

お子さんにしてはどうか。  

 

○事務局：以前、委員会の中で同様の意見があったが、その際は、アナフ

ィラキシーをいつ起こしたことがあるかも重要であるとの話



があった。乳幼児期にアナフィラキシーの既往があったが、成

長とともに治癒し、エピペン®を処方されないケースもあると

いったお話であったかと思う。  

 

○委 員：アナフィラキシーを一度でも起こしたら必ずエピペン®が処方

されるとは限らない。何年も前にアナフィラキシーを起こした

人に処方しないということは多々あると思う。アナフィラキシ

ーの既往がある人全てを消防署に伝えると、消防署としても大

変になるのではないか。心配であれば、学校からかかりつけ医

に確認するのも一つかと思う。ネフィー®については、これか

らのスタンダードになるのではないか。実際に対応する先生方

のハードルも低い。  

 

○事務局：他市の状況についても、今後確認する。今回の改訂については、

現状のまま進められればと思う。  

 

○委員長：委員からはマニュアルにはエピペン®だけの表記になってお

り、ネフィー®についての記載がないことも、問題なのではな

いかとの意見だったと思う。書式の問題として、エピペン®だ

けに絞っているのは実態に合わない可能性が出てくると思う。

事務局でも対応いただきたい。  

 

（３） その他 

○委 員：現実にはネフィー®が処方されているお子さんもいる。マニュ

アル上にはネフィー®の記載はないが、エピペン®と同様に取

り扱ってもらえるようにしたらよいかと思う。  

 

○事務局：ネフィー®については、文部科学省、茨城県のマニュアルにも

まだ反映されていないことから今回マニュアルの改訂は見送

っている。しかし、運用については国からも通達が出ている状

況であることから、マニュアルには明記はないが、エピペン®

と同様に対応いただけるよう、今後周知したい。 

 

○事務局：「就学時健診における食物アレルギーの確認方法の見直しにつ

いて」事務局から説明 

 

○委 員：昨年度までの確認方法で、どのくらいの対象者が漏れていたの

か。 

 

○事務局：今年度大規模校２校に確認したところ、１校は 10 名、もう１

校は１名漏れていた。学校によって差があった。  

 

○委 員：食物アレルギーがあるにも関わらず、申請していないお子さん



の場合、学校側が注目しなければならないような症状の人がい

るのか。 

 

○事務局：学校では、学校保健調査票で食物アレルギーの有無を確認して

いると思うが、給食センターは把握していない。 

 

○委 員：確認方法を変更することで大変な部分もあるかと思うが大丈夫

か。 

 

○事務局：現在、回答を受け付けているところだが、回答率が 50％をきっ

ている。データを活用しやすいよう WEB 回答方式としたが、

回答率が悪い場合には、今後、紙面回答等も検討していく。  

 

○委員長：依頼しても回答いただけない保護者も多い。しかし、命に関わ

ることであるため、学校としても協力していく。また、教頭会

でも呼びかけていく。  

 

７ 閉 会  15 時 45 分 

 

配 布 資 料  

 資料１-① 学校給食における食物アレルギー対応の現状について  

 資料１-② つくばみらい市学校給食における食物アレルギー対応について  

 資料１-③ 学校等におけるアナフィラキシーショック時のアドレナリン点鼻  

      液（ネフィー®）について  

 資料２-① つくばみらい市学校給食食物アレルギー対応マニュアル新旧対照  

表 

 資料２-② 様式５ 緊急搬送時の対応について（依頼）  

 資料２-③ 様式７-① 食物アレルギー個別支援プラン  

 資料３-① 就学時健診における食物アレルギーの確認方法の見直しについて  

 資料３-② 食物アレルギーに関する調査について（全員回答）  

 資料３-③ 食物アレルギーに関する調査（就学時健康診断用）回答フォーム  

そ の 他 傍聴人なし  

 


